
すこやか基金助成団体の紹介：あいら子育て・地域支援情報局みちみち
 Focused Person(注目の人)：あいら子育て・地域支援情報局みちみち理事長

介護生産性向上総合相談センター(介護ロボット等相談窓口)を開所しました
報告　能登半島地震における石川県珠洲(すず)市災害VC運営支援活動について

地域の宝人(南大隅町 社会福祉法人佐多みらい)
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　今号もお読みいただきありがとうございました。今年度から広報担当になりました。鹿児島県内を取材で駆け回りたいと
思っています。お伺いする際は、よろしくお願いいたします。
　また、この場を借りて、取材にご協力下さった皆様にお礼を申し上げます。　総務部：中間

　次の方々から、寄附金等のご厚意が本会に
寄せられました。ありがとうございました。
〇住友生命保険相互株式会社鹿児島支社　様
支 社 長　大和田　博司　様（左から2番目）
　総務部長　内山　崇　様 （左から 1番目）
受領した社協
　鹿児島市社会福祉協議会
　会　　長　上之園　彰 ｠様（左から 3番目）

New Face

総務部
内門　胡夏

　私は総務部で主に職員の社会保険や会計業務に携わっています。慣れない業務
ばかりですが、先輩方のご指導の下、日々奮闘しています。
　地域住民の皆さんと直接かかわる機会は少ないかもしれませんが、共に鹿児島
県をより優しさあふれるまちにしていきたいと思っています。
　その思いを忘れずにこれから県社協の一員として、精一杯頑張っていきますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

information

編集後記

ご厚意に感謝

information

令和 6年度　鹿児島県社会福祉協議会事業計画について
―地域共生社会の実現を基本理念に事業を推進―

　本会では、地域共生社会の実現を基本理念に、「地域福祉活動の推進」「福祉人材
の養成・確保」「推進体制の充実・強化」の３つの基本目標と７つの推進項目を掲げ、
市町村社協、民生委員・児童委員、社会福祉法人、福祉施設等と一層の連携・協働を
図るとともに、多様な組織や関係者との重層的かつ効果的な連携を図ることで、事
業を推進して参ります。

〈令和6年度 新規採用職員の紹介〉

地
域
共
生
社
会
の
実
現

Ⅰ-1支え合う地域づくりの推進
Ⅰ-2 福祉サービス利用者の自立支援

Ⅲ-1社会福祉施設・団体等の活動促進
Ⅲ-2 法人運営の機能強化

Ⅱ-1福祉人材の確保に向けた取組の強化
Ⅱ-2 福祉人材の養成・資質の向上

Ⅰ-3 生活困窮世帯等の自立促進
Ⅰ. 地域福祉活動の推進

Ⅱ.福祉人材の養成・確保

Ⅲ. 推進体制の充実・強化

【基本理念】 【基本目標】 【推進項目】



　み
ち
み
ち
で
は
、様
々
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　「た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」で
は
、不
登
校
で
お

悩
み
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん

た
ち
が
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ

の
子
育
て
の
悩
み
な
ど
話
題
の
共
有
が
で

き
る
場
所
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
こ
こ
も
り
広
っ
ぱ
」で
は
、学
校

へ
の
足
が
遠
の
き
、自
宅
に
こ
も
り
が
ち

に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
元

気
に
活
動
で
き
る
よ
う
な
時
間
と
場
所
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　「こ
も
れ
び
の
森
」と「
重
富
海
岸
」の
よ

う
な
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
同
じ
よ
う

な
悩
み
を
持
っ
た
人
た
ち
と
触
れ
合
い
、

学
び
合
い
、元
気
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　毎
週
、行
わ
れ
て
い
る「
体
育
館
活
動
」

で
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
や
り
た
い
こ
と
を
考

え
て
、目
標
を
決
め
、体
を
動
か
し
て
い
ま

す
。　ま

た
、年
に
数
回
、医
療
・
福
祉
・
教
育
の

　子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　み
ち
み
ち
で
は
、様
々
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
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広
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　〜
重
富
海
岸
に
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〜
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こ
も
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広
っ
ぱ

　〜
重
富
海
岸
に
て
〜

こ
こ
も
り
広
っ
ぱ

　〜
重
富
海
岸
に
て
〜

　鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、個
人
・
団
体
か
ら
受
け
た
寄
附
金
を
基
金
と

し
て
積
み
立
て
、民
間
福
祉
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
へ
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

回
は
、姶
良
市
で
子
ど
も
や
子
育
て
を
行
う
親
御
さ
ん
、障
が
い
の
あ
る
方
々
や

高
齢
者
の
方
々
に
対
し
て
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、子
育
て
や
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　あ
い
ら
子
育

て
・
地
域
支
援
情
報
局
み
ち
み
ち(

以
下
、「
み
ち
み
ち
」と
い
う)

を
紹
介
し
ま
す
。
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Q.みちみちの由来を教えてください

　人それぞれに「道」があります。自分の「道」を広げていく、「道」を
一緒に歩いていく、歩いていく中で色々な人とつながっていく…。
そんなそれぞれの「道」を応援していきたいという思いから「みちみ
ち」と名付けました。

Q.活動で心掛けていることは

　来た人の心に寄り添うことと個々に関わること、その人の気持ち
を受け止めていくことを心がけています。
　また、親の方にもサポートが必要であると感じた時は、支援も行っ
ています。

Q.活動をしていて嬉しかったことは

　先日、みちみちの活動に数年前に参加していた子たちが自宅に会
いに来てくれて、晩御飯を一緒に食べました。　
　成人していたので、一緒にお酒を酌み交わすことができ、これま
での活動冥利に尽きる嬉しい思いをしました。

Q.今後の活動は

　今後は、幼児期のお母さんとも子育ての早い時期から関わりを持
つことが出来たらと思っています。
　子育ての早い時期から携わっていければ、小中高の時の不登校の
歯止めになるのではないかと考えています。
　また，私と同世代の方々にも力をお借りして，何か一緒に活動を
していくことが出来たらいいなと思っています。　

Focused
Person

子
ど
も
た
ち
の「
や
り
た
い
」を
応
援
し
た
い

特定非営利活動法人
あいら子育て・地域支援情報局みちみち

理事長 菊池 美保子さん

はな  だ

み　 ほ　 こきく　ち

注目の人

今回は、みちみちの理事長　菊池美保子さんを紹介します。

巻頭特集

令和5年度「すこやか基金」助成団体のご紹介
特定非営利活動法人　あいら子育て・地域支援情報局みちみち

専
門
家
に
よ
る
性
教
育
や
食
育
等
の
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　令
和
６
年
４
月
下
旬
、重
富
海
岸
に
て
開

催
さ
れ
た「
こ
こ
も
り
広
っ
ぱ
」へ
伺
い
ま

し
た
。開
催
時
間
に
な
る
と
、少
し
ず
つ
子

ど
も
た
ち
が
親
子
で
来
訪
し
て
き
ま
し
た
。

午
前
中
、学
校
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
登
校

し
、午
後
か
ら
み
ち
み
ち
に
参
加
す
る
方
な

ど
、参
加
の
形
は
様
々
で
す
。

　風
光
明
媚
な
重
富
海
岸
の
自
然
の
中
で

子
ど
も
た
ち
は
砂
浜
を
散
策
し
て
ゴ
ミ
拾

い
を
し
た
り
、潮
風
を
浴
び
て
海
を
眺
め
た

り
、そ
れ
ぞ
れ
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　み
ち
み
ち
の
理
事
長
で
あ
る
菊
池
さ
ん

は
、常
に
子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
い
、

会
話・行
動
を
し
て
い
る
姿
が
非
常
に
印
象

的
で
し
た
。

　以
前
、こ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
子
ど

も
の
保
護
者
の
方
が
、今
で
は
ス
タ
ッ
フ
の

一
員
と
し
て
携
わ
っ
て
お
り
、今
回
、参
加

し
た
保
護
者
の
方
が
、悩
み
を
相
談
し
た

り
、ス
タ
ッ
フ
の
体
験
談
を
聞
い
た
り
す
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　助
成
を
受
け
て
、

　
　
　購
入
し
た
の
は

　助
成
を
受
け
て
、

　
　
　購
入
し
た
の
は

　助
成
を
受
け
て
、

　
　
　購
入
し
た
の
は

　今
回
、す
こ
や
か
基
金
の
助
成
を
受
け

て
購
入
し
た
の
は
、ipad m

ini

の
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
す
。こ
れ
ま
で
、支
援
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
に
活
動
の
様
子
を
各
ス
タ
ッ
フ
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
活
動
記
録
を
写
真
に

残
し
て
き
ま
し
た
が
、今
回
、助
成
を
受
け

て
購
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、活
動
記
録
の

作
成
や
参
加
者
受
付
の
事
務
、デ
ー
タ
共

有
な
ど
、業
務
を
効
率
化
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
す
こ
や
か
基
金
と
は

　平
成
10
年
か
ら
、民
間
社
会
福
祉
事
業
、

社
会
福
祉
設
活
動
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、本

会
へ
の
寄
附
金
を
同
基
金
に
積
み
立
て
、

そ
の
運
用
果
実
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
助

成
金
。こ
れ
ま
で
も
障
害
者
支
援
や
子
育

て
支
援
等
を
実
施
す
る
団
体
へ
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
助
成
実
績

　令
和
５
年
度
・・・
14
団
体

　【購
入
物
品
】

　炊
飯
器
、冷
凍
庫
、洗
濯
機
、ホ
ッ
ト

カ
ー
ペ
ッ
ト
、タ
ブ
レ
ッ
ト
、デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
、レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
、ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
等
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。
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光
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岸
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、潮
風
を
浴
び
て
海
を
眺
め
た

り
、そ
れ
ぞ
れ
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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。
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の
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は
ス
タ
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の

一
員
と
し
て
携
わ
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て
お
り
、今
回
、参
加

し
た
保
護
者
の
方
が
、悩
み
を
相
談
し
た

り
、ス
タ
ッ
フ
の
体
験
談
を
聞
い
た
り
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る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
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た
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た
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は
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レ
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で
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と
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の
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成
や
参
加
者
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付
の
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務
、デ
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タ
共

有
な
ど
、業
務
を
効
率
化
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
す
こ
や
か
基
金
と
は

　平
成
10
年
か
ら
、民
間
社
会
福
祉
事
業
、

社
会
福
祉
設
活
動
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、本

会
へ
の
寄
附
金
を
同
基
金
に
積
み
立
て
、

そ
の
運
用
果
実
に
よ
り
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。こ
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者
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や
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育
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メ
ラ
、レ
ー
ザ
ー
プ
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タ
ー
、ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
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等



　介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

活
用
し
、業
務
の
改
善
や
効
率
化
等
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、職
員
の
業
務
負
担
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、業
務
の
改
善
や

効
率
化
に
よ
り
生
み
出
し
た
時
間
を
直
接

的
な
介
護
ケ
ア
の
業
務
に
充
て
、利
用
者

と
職
員
が
接
す
る
時
間
を
増
や
す
な
ど
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
組
で
す
。

●
相
談
業
務

　介
護
事
業
所
か
ら
の
生
産
性
向
上(

業

務
改
善
・
効
率
化
等)

に
関
す
る
様
々
な
相

談
に
、関
係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
対

応
し
ま
す
。「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

導
入
し
た
い
」等
の
具
体
的
な
ご
相
談
の

他
、「
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
に
取
り
組

み
た
い
が
何
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い
か
分

か
ら
な
い
」な
ど
の
相
談
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
体
験
展
示

　移
乗
支
援
、移
動
支
援
、排
泄
支
援
、見

守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
分
野

の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
十
八
点
を
常
設
展
示
し

て
お
り
、来
場
者
は
実
際
の
機
器
に
触
れ

な
が
ら
ロ
ボ
ッ
ト
を
体
験
い
た
だ
け
ま

す
。

●
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
試
用
貸
出

　介
護
事
業
所
か
ら
の
試
用
貸
出
依
頼
を

受
け
て
、厚
生
労
働
省
が
作
成
す
る「
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
の
試
用
貸
出
リ
ス
ト
」の
中
か

ら
、開
発
企
業
と
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
試
用

貸
出
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
ま
す
。
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　国が進める介護分野の生産性向上に係る取組のもと、鹿児島県が実施する「介護生産性向上推進総合事業」
の一環として、「介護生産性向上総合相談センター」を6月1日カクイックス交流センター２階の県介護実習・普及セ
ンター内に開所いたしました。愛称の「かごロボ」と覚えて下さい。
　かごロボでは、介護ロボットやＩＣＴ等のテクノロジーの導入など、介護現場の革新、生産性向上に資する様々な
施策を総合的に取り扱うワンストップ型の支援を行います！

鹿児島県介護生産性向上総合相談センター
（かごしま介護ロボット等相談窓口）を開所！

介
護
分
野
に
お
け
る

　
生
産
性
向
上
と
は
？

　介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

介
護
分
野
に
お
け
る

　
生
産
性
向
上
と
は
？

介
護
分
野
に
お
け
る

　
生
産
性
向
上
と
は
？

か
ご
ロ
ボ
の
取
組

か
ご
ロ
ボ
の
取
組

か
ご
ロ
ボ
の
取
組

●
そ
の
他

　経
営
者
や
実
務
者
向
け
研
修
会
、介
護

ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
体
験

展
示
相
談
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、生
産
性

向
上(

業
務
改
善
・
効
率
化
等)

に
取
り
組
む

介
護
事
業
所
に
有
識
者
を
派
遣
し
、実
態

に
応
じ
た
取
組
手
法
に
つ
い
て
の
助
言
を

行
う
伴
走
支
援
な
ど
も
行
う
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

　詳
し
く
は
、介
護
生
産
性
向
上
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー（
か
ご
ロ
ボ
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貸
出
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
ま
す
。

貸
出
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
ま
す
。

貸
出
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
ま
す
。

貸
出
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
ま
す
。

貸
出
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
ま
す
。

介護生産性向上総合相談
センター
　ＴＥＬ：099-221-6617
　ＦＡＸ：099-239-0384

介護生産性向上総合相談センター　　　　業務イメージ

介護事業所

＜関係機関＞

相談 回答

連携

介護実習・普及センター

ワンストップ型相談窓口（介護生産性向上総合相談センター）

業務
アドバイザー

介護ロボット
ICT等に関すること

（
相
談
例
）

介護人材の確保に関すること

経営に関すること

雇用管理・労務管理に関すること

各種支援策に関すること

鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

介護生産性向上総合相談センター　　　　業務イメージ

介護生産性向上総合相談
センター
　ＴＥＬ：099-221-6617
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長寿社会推進部・ボランティアセンター 長寿社会推進部・ボランティアセンター

長寿社会推進部 ボランティアセンター

令和６年１月１日発災の能登半島地震における石川県珠洲市災害
ボランティアセンター運営支援活動について（報告）

～使用済み切手を集めています～
「届け！！みんなの使用済み切手」

第 33回シルバー文化作品展
作品募集のお知らせ

　令和６年１月１日午後４時 10 分ごろに、石川県の最北端を震源として
マグニチュード 7.6 の大地震が発生しました。
　震源地の珠洲市を始め、多くの市や町、近隣県でも被害が生じて、被災
者は県内外の避難所に避難している状況でした。
　そのような中、全国各地の関係者が、被災地に集結し、ライフライン等
の復旧や復興に向けて取り組みが続けられています。
　本県では、３月中旬頃に九州社会福祉協議会連合会の要請に基づき、珠
洲市災害ボランティアセンター運営支援活動の派遣依頼があり、鹿児島県
及び市町村社会福祉協議会（以下「県・市町村社協」という）が被災地の
珠洲市へ職員派遣を行っています。

　ボランティアセンターでは、皆様から寄せられた使用済み
切手や書き損じ葉書を換金・積み立てて、鹿児島県内の地域
福祉の向上に役立てる「届け！！みんなの使用済み切手」事
業に取り組んでいます。

【開催期日】　令和６年9月11日(水)～9月15日(日)
【会　　場】　鹿児島県歴史・美術センター黎明館
【作品募集】
・部　　　　門 日本画･洋画･書･工芸･写真･彫刻
・資　　　　格 県内居住の満年齢 60歳以上

（昭和 40年 4月 1日以前生まれ）で
アマチュアの方

・出品事前申込　令和 6年 8月６日 (火 ) まで
・作　品　搬　入 令和6年9月6日 (金 )
・出 　品　 料  1,000 円
＊その他、作品の規格、出品方法に関する詳細については、
開催要領をご覧ください。

　これまでに皆様から寄せられた善意（使用済み切手など）は、
昨年 10 月に本県で開催指された特別全国障害者スポーツ大会
（燃ゆる感動かごしま大会）に参加されたアスリートの滞在支援
用具（シャワーチェア等）の整備に活かされました。

　この取組は、「いつでも・どこでも・だれでも」できるボラ
ンティア活動です。
　県民の皆様のご協力をお願いいたします。

　切手の切り方や集め方などについては、
ホームページ(QRコード)をご確認ください。

　開催要領・出品申込票は、
当協議会のほか、各市町村社
会福祉協議会や役場等に準備
しています。

　５月末時点、珠洲市災害ボランティアセンターでは、一般のボランティアが行う支援と、専門的な技術（建築
や土木等の技術）を活かした専門のボランティアが行う支援を行っています。特に、倒壊した建物の中から貴重
品などの取り出しを専門のボランティアが、その後の運び出しを一般のボランティアが作業を分担して行ってい
ます。しかしながら、被災者からの相談件数が多く、まだまだ支援を必要としています。支援については、ボラ
ンティア活動だけでなく、他のことでも支援はできます。珠洲市への義援金・寄付金・炊き出し・支援物資など
については、次のURL とQRコードをご確認ください。

　本県からは、４月８日から１週間単位で派遣を行っており、これまで派遣職員数（R6.5.31 現在）は延べ 13名、
九州全体では延べ 105 名の県・市町村社協職員が、珠洲市災害ボランティアセンター運営支援活動に携わって
います。

https://www.city.suzu.lg.jp/site/bousaisuzu/11594.html

珠洲市災害VC－本部 珠洲市災害VC－受付 ボランティアのマッチング

移動式トイレトレーラー ボランティアバス 現地調査の様子

す ず

　被災者の気持ちに寄り添いながら、今後も石川県への支援を県・市町村社協職員一丸となって
継続していきます。

～南大隅町～

↓ハロウィンパレードの様子

社会福祉法人佐多みらい
理事長　前田 利香 さん
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長寿社会推進部・ボランティアセンター 長寿社会推進部・ボランティアセンター

長寿社会推進部 ボランティアセンター

令和６年１月１日発災の能登半島地震における石川県珠洲市災害
ボランティアセンター運営支援活動について（報告）

～使用済み切手を集めています～
「届け！！みんなの使用済み切手」

第 33回シルバー文化作品展
作品募集のお知らせ

　令和６年１月１日午後４時 10 分ごろに、石川県の最北端を震源として
マグニチュード 7.6 の大地震が発生しました。
　震源地の珠洲市を始め、多くの市や町、近隣県でも被害が生じて、被災
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及び市町村社会福祉協議会（以下「県・市町村社協」という）が被災地の
珠洲市へ職員派遣を行っています。

　ボランティアセンターでは、皆様から寄せられた使用済み
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福祉の向上に役立てる「届け！！みんなの使用済み切手」事
業に取り組んでいます。
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【会　　場】　鹿児島県歴史・美術センター黎明館
【作品募集】
・部　　　　門 日本画･洋画･書･工芸･写真･彫刻
・資　　　　格 県内居住の満年齢 60歳以上

（昭和 40年 4月 1日以前生まれ）で
アマチュアの方

・出品事前申込　令和 6年 8月６日 (火 ) まで
・作　品　搬　入 令和6年9月6日 (金 )
・出 　品　 料  1,000 円
＊その他、作品の規格、出品方法に関する詳細については、
開催要領をご覧ください。

　これまでに皆様から寄せられた善意（使用済み切手など）は、
昨年 10 月に本県で開催指された特別全国障害者スポーツ大会
（燃ゆる感動かごしま大会）に参加されたアスリートの滞在支援
用具（シャワーチェア等）の整備に活かされました。

　この取組は、「いつでも・どこでも・だれでも」できるボラ
ンティア活動です。
　県民の皆様のご協力をお願いいたします。

　切手の切り方や集め方などについては、
ホームページ(QRコード)をご確認ください。

　開催要領・出品申込票は、
当協議会のほか、各市町村社
会福祉協議会や役場等に準備
しています。

　５月末時点、珠洲市災害ボランティアセンターでは、一般のボランティアが行う支援と、専門的な技術（建築
や土木等の技術）を活かした専門のボランティアが行う支援を行っています。特に、倒壊した建物の中から貴重
品などの取り出しを専門のボランティアが、その後の運び出しを一般のボランティアが作業を分担して行ってい
ます。しかしながら、被災者からの相談件数が多く、まだまだ支援を必要としています。支援については、ボラ
ンティア活動だけでなく、他のことでも支援はできます。珠洲市への義援金・寄付金・炊き出し・支援物資など
については、次のURL とQRコードをご確認ください。

　本県からは、４月８日から１週間単位で派遣を行っており、これまで派遣職員数（R6.5.31 現在）は延べ 13名、
九州全体では延べ 105 名の県・市町村社協職員が、珠洲市災害ボランティアセンター運営支援活動に携わって
います。
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生活支援部 / 共同募金会 地域福祉部

問い合わせ先

問い合わせ先

鹿児島県社会福祉協議会　地域福祉部
TEL：099-257-3855 E-mail:chiikifukushi3@kaken-shakyo.jp

特例貸付コールセンター　099-821-8213 受付時間：9：00～17：00(平日のみ)

高齢者の生活を支える“生活支援体制整備事業”について知ろう！新型コロナウイルス特例貸付 償還免除・償還猶予のご案内

　現在、各市町村では、介護保険法に基づき「生活支援体制整備事業」が実施されており、
高齢者の生活支援の仕組みづくりに取り組まれております。この事業では、各市町村
に配置されている「生活支援コーディネーター」を中心に高齢者が住み慣れた地域で
元気に暮らし続けることができるよう、地域住民の方々、社協、行政等の多様な主体
と連携し、地域における助け合い、支え合い活動の普及・促進を行い、高齢者等を支
える地域の支え合いの体制づくりを推進しております。

・地域のニーズや資源の把握
・課題への対応を検討
・情報共有、連携強化　等

・地域のニーズ把握
・地域資源の把握
・協議体の運営、補助
・サービス提供の体制づくり
（地域の機関との連携、調整等）

※協議体・・・地域の支え合い発展の
　ために、地域住民等で話し合う場

生活支援体制整備事業
のイメージ

生活上の困りごとを抱えた高齢者の方

お店が近くになくて

買い物に行けないなぁ…

電球の交換をしたいけど

ひとりでは難しいなぁ…

協議体 生活支援コーディネーター

文書が届いた方は開封して、内容を
ご確認ください。

問い合わせ先

【福祉サービス事業者のみなさまへ】

県社会福祉協議会では、福祉施設の会計・税務や運営などに関する相談を専任指導員や兼任指導員 (公認会計士)
がお受けしております。お気軽にご相談ください！《秘密厳守・無料》

○建物取得に係る準備金の確保関係
〇土地建物の固定資産台帳上の評価関係
〇予算流用に係る事務処理関係　　〇寄附金受領後の会計処理関係
〇リース資産における会計の仕訳関係
〇インボイス制度、電子帳簿保存法の対応関係
〇退職共済事業の会計処理関係
〇企業型確定拠出年金の会計処理関係
〇定期預金の施設整備等積立金の取崩関係など

※全国経営協ホームページ [https://keieikyo.com/index.html] より→「会計法人ＭＹページ」にログイン
・法人運営や社会福祉諸制度の内容など日々の経営実務に関するご意見、ご質問をお寄せください。

このほか、社会福祉法人を対象とした会計研修を
開催し、専門家が当面する会計処理の課題等につ
いて解説します。是非、ご参加ください。

福 祉 施 設 経 営 相 談 の ご 案 内

☆全国社会福祉法人経営者協議会〈会員専用相談窓口〉「ちょっと教えて！経営協」のご紹介

◎令和 5 年度の主な相談内容 ◎会計研修を開催します！

令和６年８月２日㈮
11 月19日㈫

令和 7年 1月31日㈮

開催日程 主な研修内容

会計の基礎知識、税務会計処理等

計算書類の読み方と経営分析等

決算実務のポイント等

鹿児島県社会福祉協議会　地域福祉部内
電話:０９９－２５７－３８５５ 　FAX:０９９－２５１－６７７９　E-mail:shisetsu1@kaken-shakyo.jp

新型コロナウイルス特例貸付において、借受人と世帯主が住民税非課税
である等の要件を満たす場合、償還（返済）免除の手続きができます。
対象となる方へ、案内文書を 令和６年６月中に順次発送いたしました。 
※到着までに数日かかることがあります。 
※住所変更等により文書が届かない場合は、下記のコールセンターへご連絡ください。

新型コロナウイルス特例貸付において、災害で被災
された方や病気を患っている等の理由で償還が困難な方
は、償還猶予（返済時期を遅らせる）の手続きができます。

※対象要件や申請方法等については、下記のコールセンター、または
お住まいの市町村の社会福祉協議会か自立相談支援機関へお問い合わせ
ください。

償還免除ホームぺージ

償還猶予ホームぺージ

（原則１年間）

【赤い羽根共同募金】
毎年 10月１日～12月 31日まで、お住いの町で
ボランティアが募金の呼びかけを行っています。

【自分の町を良くする活動】
集まったお金は、募金された地域で使われます。
つまり「自分の町を良くする活動」
のために使われているのです。

【その町に住む私】
あなたの募金があなたの近くで
困っていた人を笑顔にしてくれます。

わたし

遺贈･相続寄付のご案内

問い合わせ先 特例貸付コールセンター　099-821-8213 受付時間：9：00～17：00(平日のみ)

赤い羽根共同募金
「じぶんの町を良くするしくみ。」です！ こちらからも募金できます！

鹿児島県共同募金会
TEL 099-257-3750（県社会福祉センター2階）

問い合わせ先

ホームページ X

最新情報はこちら！

赤い羽根は共同募金の
シンボルです。

あなたの町での使いみちはこちらから➡

こども食堂への支援

赤い羽根共同募金は、持続可能な地域社会づくりに役立っています。

子育てサロンへの支援 テーブル･椅子の購入助成

保育所

デイサービス車両の購入助成
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生活支援部 / 共同募金会 地域福祉部

問い合わせ先

問い合わせ先

鹿児島県社会福祉協議会　地域福祉部
TEL：099-257-3855 E-mail:chiikifukushi3@kaken-shakyo.jp

特例貸付コールセンター　099-821-8213 受付時間：9：00～17：00(平日のみ)

高齢者の生活を支える“生活支援体制整備事業”について知ろう！新型コロナウイルス特例貸付 償還免除・償還猶予のご案内

　現在、各市町村では、介護保険法に基づき「生活支援体制整備事業」が実施されており、
高齢者の生活支援の仕組みづくりに取り組まれております。この事業では、各市町村
に配置されている「生活支援コーディネーター」を中心に高齢者が住み慣れた地域で
元気に暮らし続けることができるよう、地域住民の方々、社協、行政等の多様な主体
と連携し、地域における助け合い、支え合い活動の普及・促進を行い、高齢者等を支
える地域の支え合いの体制づくりを推進しております。

・地域のニーズや資源の把握
・課題への対応を検討
・情報共有、連携強化　等

・地域のニーズ把握
・地域資源の把握
・協議体の運営、補助
・サービス提供の体制づくり
（地域の機関との連携、調整等）

※協議体・・・地域の支え合い発展の
　ために、地域住民等で話し合う場

生活支援体制整備事業
のイメージ

生活上の困りごとを抱えた高齢者の方

お店が近くになくて

買い物に行けないなぁ…

電球の交換をしたいけど

ひとりでは難しいなぁ…

協議体 生活支援コーディネーター

文書が届いた方は開封して、内容を
ご確認ください。

問い合わせ先

【福祉サービス事業者のみなさまへ】

県社会福祉協議会では、福祉施設の会計・税務や運営などに関する相談を専任指導員や兼任指導員 (公認会計士)
がお受けしております。お気軽にご相談ください！《秘密厳守・無料》

○建物取得に係る準備金の確保関係
〇土地建物の固定資産台帳上の評価関係
〇予算流用に係る事務処理関係　　〇寄附金受領後の会計処理関係
〇リース資産における会計の仕訳関係
〇インボイス制度、電子帳簿保存法の対応関係
〇退職共済事業の会計処理関係
〇企業型確定拠出年金の会計処理関係
〇定期預金の施設整備等積立金の取崩関係など

※全国経営協ホームページ [https://keieikyo.com/index.html] より→「会計法人ＭＹページ」にログイン
・法人運営や社会福祉諸制度の内容など日々の経営実務に関するご意見、ご質問をお寄せください。

このほか、社会福祉法人を対象とした会計研修を
開催し、専門家が当面する会計処理の課題等につ
いて解説します。是非、ご参加ください。

福 祉 施 設 経 営 相 談 の ご 案 内

☆全国社会福祉法人経営者協議会〈会員専用相談窓口〉「ちょっと教えて！経営協」のご紹介

◎令和 5 年度の主な相談内容 ◎会計研修を開催します！

令和６年８月２日㈮
11 月19日㈫

令和 7年 1月31日㈮

開催日程 主な研修内容

会計の基礎知識、税務会計処理等

計算書類の読み方と経営分析等

決算実務のポイント等

鹿児島県社会福祉協議会　地域福祉部内
電話:０９９－２５７－３８５５ 　FAX:０９９－２５１－６７７９　E-mail:shisetsu1@kaken-shakyo.jp

新型コロナウイルス特例貸付において、借受人と世帯主が住民税非課税
である等の要件を満たす場合、償還（返済）免除の手続きができます。
対象となる方へ、案内文書を 令和６年６月中に順次発送いたしました。 
※到着までに数日かかることがあります。 
※住所変更等により文書が届かない場合は、下記のコールセンターへご連絡ください。

新型コロナウイルス特例貸付において、災害で被災
された方や病気を患っている等の理由で償還が困難な方
は、償還猶予（返済時期を遅らせる）の手続きができます。

※対象要件や申請方法等については、下記のコールセンター、または
お住まいの市町村の社会福祉協議会か自立相談支援機関へお問い合わせ
ください。

償還免除ホームぺージ

償還猶予ホームぺージ

（原則１年間）

【赤い羽根共同募金】
毎年 10月１日～12月 31日まで、お住いの町で
ボランティアが募金の呼びかけを行っています。

【自分の町を良くする活動】
集まったお金は、募金された地域で使われます。
つまり「自分の町を良くする活動」
のために使われているのです。

【その町に住む私】
あなたの募金があなたの近くで
困っていた人を笑顔にしてくれます。

わたし

遺贈･相続寄付のご案内

問い合わせ先 特例貸付コールセンター　099-821-8213 受付時間：9：00～17：00(平日のみ)

赤い羽根共同募金
「じぶんの町を良くするしくみ。」です！ こちらからも募金できます！

鹿児島県共同募金会
TEL 099-257-3750（県社会福祉センター2階）

問い合わせ先

ホームページ X

最新情報はこちら！

赤い羽根は共同募金の
シンボルです。

あなたの町での使いみちはこちらから➡

こども食堂への支援

赤い羽根共同募金は、持続可能な地域社会づくりに役立っています。

子育てサロンへの支援 テーブル･椅子の購入助成

保育所

デイサービス車両の購入助成
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介護実習・普及センター 福祉人材・研修センター /「小さな親切」運動

問い合わせ先

問い合わせ先

地　域 日　　程 会　　場
１日目 ２日目 ３日目

大　　島 7/5( 金 ) 7/6( 土 ) 7/7( 日 ) 喜界町自然休養村管理センター

鹿  児  島
日　　置 7/27( 土 ) 8/3( 土 ) 8/4( 日 ) カクイックス交流センター

（かごしま県民交流センター）

大　　隅 8/24( 土 ) 8/30( 金 ) ８/31( 土 ) 鹿屋市社会福祉会館

姶　　良
伊　　佐 9/7( 土 ) 9/13( 金 ) 9/14( 土 ) 霧島市国分総合福祉センター

北　　薩 10/1( 火 ) 10/8( 火 ) 11/9( 水 ) 薩摩川内市総合福祉会館

熊　　毛 11/22( 金 ) 11/23( 土 ) 11/24( 日 ) 南種子町福祉センター
生きがい活動室

南　　薩 12/5( 木 ) 12/12( 木 ) 12/13( 金 ) 南九州市知覧老人福祉センター

鹿 児 島 会 場 霧 島 会 場 鹿 屋 会 場 北 薩 会 場

日　時 ９月 28日（土）
▶11:00 ～ 15:30

８月17日（土）
▶13:00 ～ 16:00

10月 26日（土）
▶13:00 ～ 16:00

11月 30日（土）
▶13:00 ～ 16:00

場　所 カクイックス交流センター
(かごしま県民交流センター )

国分シビック
センター

かのや
グランドホテル

薩摩川内市
総合福祉会館

備　考 オープニングセミナーは事前申込が必要です。（申込は下記お問い合わせ先へ。)
鹿児島会場の相談会には保健医療分野の事業所も参加します。

地　域 日　　程 会　　場
１日目 ２日目 ３日目

大　　島 7/5( 金 ) 7/6( 土 ) 7/7( 日 ) 喜界町自然休養村管理センター

鹿  児  島
日　　置 7/27( 土 ) 8/3( 土 ) 8/4( 日 ) カクイックス交流センター

（かごしま県民交流センター）

大　　隅 8/24( 土 ) 8/30( 金 ) ８/31( 土 ) 鹿屋市社会福祉会館

姶　　良
伊　　佐 9/7( 土 ) 9/13( 金 ) 9/14( 土 ) 霧島市国分総合福祉センター

北　　薩 10/1( 火 ) 10/8( 火 ) 11/9( 水 ) 薩摩川内市総合福祉会館

熊　　毛 11/22( 金 ) 11/23( 土 ) 11/24( 日 ) 南種子町福祉センター
生きがい活動室

南　　薩 12/5( 木 ) 12/12( 木 ) 12/13( 金 ) 南九州市知覧老人福祉センター

鹿 児 島 会 場 霧 島 会 場 鹿 屋 会 場 北 薩 会 場

日　時 ９月 28日（土）
▶11:00 ～ 15:30

８月17日（土）
▶13:00 ～ 16:00

10月 26日（土）
▶13:00 ～ 16:00

11月 30日（土）
▶13:00 ～ 16:00

場　所 カクイックス交流センター
(かごしま県民交流センター )

国分シビック
センター

かのや
グランドホテル

薩摩川内市
総合福祉会館

備　考 オープニングセミナーは事前申込が必要です。（申込は下記お問い合わせ先へ。)
鹿児島会場の相談会には保健医療分野の事業所も参加します。

番号 講 座 区 分 講　座　名 期　　日 会　　場 受 講 料

1 専門職向け 介護食調理教室 7 月 7 日 日 カクイックス交流センター 3,000 円

2 専門職向け 介護職スキルアップ研修（排泄ケアⅡ）7月11日 木 カクイックス交流センター 4,000 円

3 専門職向け 介護職スキルアップ研修（口腔ケア） 7月12日 金 カクイックス交流センター 4,000 円

4 専門職向け 介護職スキルアップ研修（体位変換・ポジショニングケア） 7月18日 木 カクイックス交流センター 4,000 円

5 専門職向け 介護職基礎研修Ｃ 7月25日 木 カクイックス交流センター 2,500 円

6 専門職向け 介護職基礎研修Ｄ 7月26日 金 カクイックス交流センター 2,500 円

7 県 民 向 け やさしい介護教室Ｃ（10時～） 8 月 1 日 木 カクイックス交流センター 無　料

8 県 民 向 け やさしい介護教室Ｄ（14時～） 8 月 1 日 木 カクイックス交流センター 無　料

9 県 民 向 け やさしい介護教室 E（10時～） 8月30日 金 カクイックス交流センター 無　料

10 県 民 向 け やさしい介護教室 F（14時～） 8月30日 金 カクイックス交流センター 無　料

11 専門職向け 介護職スキルアップ研修（体位変換・ポジショニングケア） 9 月 5 日 木 カクイックス交流センター 4,000 円

12 県 民 向 け やさしい介護教室A（10時～） 9月14日 土 カクイックス交流センター 無　料

13 県 民 向 け やさしい介護教室B（14時～） 9月14日 土 カクイックス交流センター 無　料

14 専門職向け 介護職基礎研修A 9月19日 木 オンライン研修 2,500 円

15 専門職向け 介護職基礎研修Ｂ 9月20日 金 カクイックス交流センター 2,500 円

鹿児島県社会福祉協議会　福祉人材・研修センター
TEL：（099）258-7888 FAX:（099）250-9363

令和６年度　「かごしま就活イベント　就職・転職フェア」のご案内

雇用保険受給中の方は、求職活動の実績になります。

令和６年度鹿児島県介護の入門的研修のご案内 「小さな親切」はがきキャンペーン
“てのひら感謝状”募集

参加無料、履歴書不要、無資格・未経験者歓迎、服装自由、参加特典有
主催：鹿児島県・社会福祉法人鹿児島県社会福祉協議会

【対象者】　福祉・介護分野の職場に関心がある方や就職・転職を希望される方、資格取得等について知りたい方

○荒天等のため開催できない場合がありますので、直前にホームページを必ずご確認ください。

●開催地域、日程、会場

●開催時間：各日 8：45～ 17：00 ●受講料：無料

～親切をしてくれた人や
教えてくれた人へ感謝を贈ろう～

(１) 募集テーマ

(２) 募集対象
(３) 応募方法

あのときはありがとう
～心から伝えたい～

高校生から大人まで

(４) 応募締切 令和６年８月８日 (木 )〈必着〉
(５) 入賞発表 令和６年 10月下旬

(６) 【送り先】〒890-8517
鹿児島市鴨池新町１番７号　県社会福祉センター内
「小さな親切」運動鹿児島県本部　てのひら感謝状係 宛
電話：099-257-3848  FAX：099-251-6779
Ｅメール：chiikifukushi1@kaken-shakyo.jp

「はがき」又は「メール・ファックス」で応募
　募集テーマにそった体験（６００字以内）を書き、
タイトル・住所・氏名（ふりがな）・年齢・職業（学校・
学年）・電話番号を明記の上応募して下さい。

●対象者及び募集人員
・介護未経験者で、介護や介護の仕事に興味･関心があり勉強したい方
・各会場 20名（先着順）　※鹿児島･日置地域の会場は 30名

●申込締切：開催日の２週間ほど前

申込書はこちら
▲

●申込方法
　 県社協ＨＰに掲示の受講申込書に必要
事項を記入の上、FAX または郵送にてお
申し込みください。

〒890-8517 鹿児島市鴨池新町１番７号
鹿児島県福祉人材・研修センター

TEL：（099）258-7888 FAX:（099）250-9363

１　オープニングセミナー〔 定員：鹿児島会場 50名、その他会場 30名 〕
　　　福祉施設の職員の方から福祉のお仕事について紹介していただきます。
　　　※参加者には、真空断熱タンブラーをプレゼントします。

２　就職・転職相談会
　　　福祉施設の人事担当者との個別相談会です。
　　　※３ヵ所以上の求人施設の方と面談された方には、モバイルバッテリーをプレゼントします。

問い合わせ先

７月 ～ ９月　楽しく学べる介護講座

鹿児島県介護実習・普及センター （福祉用具展示）
〒892-0816　鹿児島市山下町14番50号  カクイックス交流センター 2階 (かごしま県民交流センター )
TEL 099-221-6615・6616 　　 FAX 099-239-0384
E-mail kaigo-kakenshakyo@po5.synapse.ne.jp　　URL http://www.kagoshima-pac.jp

※上記介護講座及び認知症介護実践者等研修の開催時期等の詳細につきましては，ホームページをご確認ください。
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介護実習・普及センター 福祉人材・研修センター /「小さな親切」運動

問い合わせ先

問い合わせ先

地　域 日　　程 会　　場
１日目 ２日目 ３日目

大　　島 7/5( 金 ) 7/6( 土 ) 7/7( 日 ) 喜界町自然休養村管理センター

鹿  児  島
日　　置 7/27( 土 ) 8/3( 土 ) 8/4( 日 ) カクイックス交流センター

（かごしま県民交流センター）

大　　隅 8/24( 土 ) 8/30( 金 ) ８/31( 土 ) 鹿屋市社会福祉会館

姶　　良
伊　　佐 9/7( 土 ) 9/13( 金 ) 9/14( 土 ) 霧島市国分総合福祉センター

北　　薩 10/1( 火 ) 10/8( 火 ) 11/9( 水 ) 薩摩川内市総合福祉会館

熊　　毛 11/22( 金 ) 11/23( 土 ) 11/24( 日 ) 南種子町福祉センター
生きがい活動室

南　　薩 12/5( 木 ) 12/12( 木 ) 12/13( 金 ) 南九州市知覧老人福祉センター

鹿 児 島 会 場 霧 島 会 場 鹿 屋 会 場 北 薩 会 場

日　時 ９月 28日（土）
▶11:00 ～ 15:30

８月17日（土）
▶13:00 ～ 16:00

10月 26日（土）
▶13:00 ～ 16:00

11月 30日（土）
▶13:00 ～ 16:00

場　所 カクイックス交流センター
(かごしま県民交流センター )

国分シビック
センター

かのや
グランドホテル

薩摩川内市
総合福祉会館

備　考 オープニングセミナーは事前申込が必要です。（申込は下記お問い合わせ先へ。)
鹿児島会場の相談会には保健医療分野の事業所も参加します。

地　域 日　　程 会　　場
１日目 ２日目 ３日目

大　　島 7/5( 金 ) 7/6( 土 ) 7/7( 日 ) 喜界町自然休養村管理センター

鹿  児  島
日　　置 7/27( 土 ) 8/3( 土 ) 8/4( 日 ) カクイックス交流センター

（かごしま県民交流センター）

大　　隅 8/24( 土 ) 8/30( 金 ) ８/31( 土 ) 鹿屋市社会福祉会館

姶　　良
伊　　佐 9/7( 土 ) 9/13( 金 ) 9/14( 土 ) 霧島市国分総合福祉センター

北　　薩 10/1( 火 ) 10/8( 火 ) 11/9( 水 ) 薩摩川内市総合福祉会館

熊　　毛 11/22( 金 ) 11/23( 土 ) 11/24( 日 ) 南種子町福祉センター
生きがい活動室

南　　薩 12/5( 木 ) 12/12( 木 ) 12/13( 金 ) 南九州市知覧老人福祉センター

鹿 児 島 会 場 霧 島 会 場 鹿 屋 会 場 北 薩 会 場

日　時 ９月 28日（土）
▶11:00 ～ 15:30

８月17日（土）
▶13:00 ～ 16:00

10月 26日（土）
▶13:00 ～ 16:00

11月 30日（土）
▶13:00 ～ 16:00

場　所 カクイックス交流センター
(かごしま県民交流センター )

国分シビック
センター

かのや
グランドホテル

薩摩川内市
総合福祉会館

備　考 オープニングセミナーは事前申込が必要です。（申込は下記お問い合わせ先へ。)
鹿児島会場の相談会には保健医療分野の事業所も参加します。

番号 講 座 区 分 講　座　名 期　　日 会　　場 受 講 料

1 専門職向け 介護食調理教室 7 月 7 日 日 カクイックス交流センター 3,000 円

2 専門職向け 介護職スキルアップ研修（排泄ケアⅡ）7月11日 木 カクイックス交流センター 4,000 円

3 専門職向け 介護職スキルアップ研修（口腔ケア） 7月12日 金 カクイックス交流センター 4,000 円

4 専門職向け 介護職スキルアップ研修（体位変換・ポジショニングケア） 7月18日 木 カクイックス交流センター 4,000 円

5 専門職向け 介護職基礎研修Ｃ 7月25日 木 カクイックス交流センター 2,500 円

6 専門職向け 介護職基礎研修Ｄ 7月26日 金 カクイックス交流センター 2,500 円

7 県 民 向 け やさしい介護教室Ｃ（10時～） 8 月 1 日 木 カクイックス交流センター 無　料

8 県 民 向 け やさしい介護教室Ｄ（14時～） 8 月 1 日 木 カクイックス交流センター 無　料

9 県 民 向 け やさしい介護教室 E（10時～） 8月30日 金 カクイックス交流センター 無　料

10 県 民 向 け やさしい介護教室 F（14時～） 8月30日 金 カクイックス交流センター 無　料

11 専門職向け 介護職スキルアップ研修（体位変換・ポジショニングケア） 9 月 5 日 木 カクイックス交流センター 4,000 円

12 県 民 向 け やさしい介護教室A（10時～） 9月14日 土 カクイックス交流センター 無　料

13 県 民 向 け やさしい介護教室B（14時～） 9月14日 土 カクイックス交流センター 無　料

14 専門職向け 介護職基礎研修A 9月19日 木 オンライン研修 2,500 円

15 専門職向け 介護職基礎研修Ｂ 9月20日 金 カクイックス交流センター 2,500 円

鹿児島県社会福祉協議会　福祉人材・研修センター
TEL：（099）258-7888 FAX:（099）250-9363

令和６年度　「かごしま就活イベント　就職・転職フェア」のご案内

雇用保険受給中の方は、求職活動の実績になります。

令和６年度鹿児島県介護の入門的研修のご案内 「小さな親切」はがきキャンペーン
“てのひら感謝状”募集

参加無料、履歴書不要、無資格・未経験者歓迎、服装自由、参加特典有
主催：鹿児島県・社会福祉法人鹿児島県社会福祉協議会

【対象者】　福祉・介護分野の職場に関心がある方や就職・転職を希望される方、資格取得等について知りたい方

○荒天等のため開催できない場合がありますので、直前にホームページを必ずご確認ください。

●開催地域、日程、会場

●開催時間：各日 8：45～ 17：00 ●受講料：無料

～親切をしてくれた人や
教えてくれた人へ感謝を贈ろう～

(１) 募集テーマ

(２) 募集対象
(３) 応募方法

あのときはありがとう
～心から伝えたい～

高校生から大人まで

(４) 応募締切 令和６年８月８日 (木 )〈必着〉
(５) 入賞発表 令和６年 10月下旬

(６) 【送り先】〒890-8517
鹿児島市鴨池新町１番７号　県社会福祉センター内
「小さな親切」運動鹿児島県本部　てのひら感謝状係 宛
電話：099-257-3848  FAX：099-251-6779
Ｅメール：chiikifukushi1@kaken-shakyo.jp

「はがき」又は「メール・ファックス」で応募
　募集テーマにそった体験（６００字以内）を書き、
タイトル・住所・氏名（ふりがな）・年齢・職業（学校・
学年）・電話番号を明記の上応募して下さい。

●対象者及び募集人員
・介護未経験者で、介護や介護の仕事に興味･関心があり勉強したい方
・各会場 20名（先着順）　※鹿児島･日置地域の会場は 30名

●申込締切：開催日の２週間ほど前

申込書はこちら
▲

●申込方法
　 県社協ＨＰに掲示の受講申込書に必要
事項を記入の上、FAX または郵送にてお
申し込みください。

〒890-8517 鹿児島市鴨池新町１番７号
鹿児島県福祉人材・研修センター

TEL：（099）258-7888 FAX:（099）250-9363

１　オープニングセミナー〔 定員：鹿児島会場 50名、その他会場 30名 〕
　　　福祉施設の職員の方から福祉のお仕事について紹介していただきます。
　　　※参加者には、真空断熱タンブラーをプレゼントします。

２　就職・転職相談会
　　　福祉施設の人事担当者との個別相談会です。
　　　※３ヵ所以上の求人施設の方と面談された方には、モバイルバッテリーをプレゼントします。

問い合わせ先

７月 ～ ９月　楽しく学べる介護講座

鹿児島県介護実習・普及センター （福祉用具展示）
〒892-0816　鹿児島市山下町14番50号  カクイックス交流センター 2階 (かごしま県民交流センター )
TEL 099-221-6615・6616 　　 FAX 099-239-0384
E-mail kaigo-kakenshakyo@po5.synapse.ne.jp　　URL http://www.kagoshima-pac.jp

※上記介護講座及び認知症介護実践者等研修の開催時期等の詳細につきましては，ホームページをご確認ください。



すこやか基金助成団体の紹介：あいら子育て・地域支援情報局みちみち
 Focused Person(注目の人)：あいら子育て・地域支援情報局みちみち理事長

介護生産性向上総合相談センター(介護ロボット等相談窓口)を開所しました
報告　能登半島地震における石川県珠洲(すず)市災害VC運営支援活動について

地域の宝人(南大隅町 社会福祉法人佐多みらい)

告知・周知

令和6年度　鹿児島県社会福祉協議会事業計画等
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　 099-257-3855　FAX 099-251-6779
　　／https://www.kaken-shakyo.jp　　  ／soumu@kaken-shakyo.jp

お問い合わせ

鹿児島県社会福祉協議会 総務部
この広報誌は、共同募金の助成を受けて発行されています。
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特 集

　今号もお読みいただきありがとうございました。今年度から広報担当になりました。鹿児島県内を取材で駆け回りたいと
思っています。お伺いする際は、よろしくお願いいたします。
　また、この場を借りて、取材にご協力下さった皆様にお礼を申し上げます。　総務部：中間

　次の方々から、寄附金等のご厚意が本会に
寄せられました。ありがとうございました。
〇住友生命保険相互株式会社鹿児島支社　様
支 社 長　大和田　博司　様（左から2番目）
　総務部長　内山　崇　様 （左から 1番目）
受領した社協
　鹿児島市社会福祉協議会
　会　　長　上之園　彰 ｠様（左から 3番目）

New Face

総務部
内門　胡夏

　私は総務部で主に職員の社会保険や会計業務に携わっています。慣れない業務
ばかりですが、先輩方のご指導の下、日々奮闘しています。
　地域住民の皆さんと直接かかわる機会は少ないかもしれませんが、共に鹿児島
県をより優しさあふれるまちにしていきたいと思っています。
　その思いを忘れずにこれから県社協の一員として、精一杯頑張っていきますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

information

編集後記

ご厚意に感謝

information

令和 6年度　鹿児島県社会福祉協議会事業計画について
―地域共生社会の実現を基本理念に事業を推進―

　本会では、地域共生社会の実現を基本理念に、「地域福祉活動の推進」「福祉人材
の養成・確保」「推進体制の充実・強化」の３つの基本目標と７つの推進項目を掲げ、
市町村社協、民生委員・児童委員、社会福祉法人、福祉施設等と一層の連携・協働を
図るとともに、多様な組織や関係者との重層的かつ効果的な連携を図ることで、事
業を推進して参ります。

〈令和6年度 新規採用職員の紹介〉

地
域
共
生
社
会
の
実
現

Ⅰ-1支え合う地域づくりの推進
Ⅰ-2 福祉サービス利用者の自立支援

Ⅲ-1社会福祉施設・団体等の活動促進
Ⅲ-2 法人運営の機能強化

Ⅱ-1福祉人材の確保に向けた取組の強化
Ⅱ-2 福祉人材の養成・資質の向上

Ⅰ-3 生活困窮世帯等の自立促進
Ⅰ. 地域福祉活動の推進

Ⅱ.福祉人材の養成・確保

Ⅲ. 推進体制の充実・強化

【基本理念】 【基本目標】 【推進項目】




